
平成２２年度（通算第１１回） 
長崎自然共生フォーラム通常総会 

 
 
日時：平成２２年６月２６日（土） 
場所：中華料理：雅叙園本館（佐世保市） 
 
開会挨拶  会長 宮原和明氏（長崎総合科学大学名誉教授） 
 
議長選出 
 
議  事 

１．会員状況報告について 
２．平成 21 年度事業報告について 
３．平成 21 年度決算報告について 
４．平成 21 年度監査報告について 
５．平成 22 年度事業計画（案）について 
６．平成 22 年度予算（案）について 
７．規約の一部改正（案） 
８．その他（案） 

 
プログラム 

14：00 受付 
14：30 幹事会・運営委員会 
15：00 総会 
16：00 基調講演（一般開放・90 分・質疑応答含む） 

「平成 22 年度の環境白書から」 
菊池英弘氏（長崎大学環境科学部教授） 

 
閉会挨拶  副会長 山本則仁氏（長崎県造園建設業協会） 
 

17：30 閉場 
18：00 懇親会（同会場・会費 3,500 円） 

 
以上 
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第 1 号議案 

会員状況報告について 
 
 

平成 22 年 4 月 1 日現在 

正 会 員 ４７名 会員未納会員 1 年分 17 名 
会員未納会員 2 年分 10 名 
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第 2 号議案 

平成２１年度事業報告について 
 
 
○ 総 会 

  7 月 11 日（土），長崎市ブリックホールにて 14 時 25 分から，出席者

31 名（うち委任状 17 名）で会員の過半数を得て，宮原会長が議長となっ

て議事進行した。議案はすべて承認・了承された。なお会長の厚意により

ECAN からアルバイト 2 名の協力を得た。 
 
 
○ 運営委員会・幹事会 

総会に先立って 14：00 から開いた。21 年度の退会会員は４名だったが，

新たに蒲原氏，吉田氏それに石橋氏が入会されたとの報告後，総会での審

議内容のうち予算・規約・HP・新事務所・その他（ボランティア事業・

補助事業）の案件について説明があった。出席者 9 名。 
 
 
○ 基調講演＜シンポジウム＞ 

総会後 15：00 から、宮原長崎総合科学大学教授のコーディネイトで、

長崎県環境部長 中村保高氏、長崎大学教授 早瀬隆司氏、長崎県造園建

設業協会長 山本則仁氏、それに若手代表の、環境カウンセリング協会長

崎職員 塩竃 愛さん、長崎大学大学院生 松園理恵子さんによる、「環

境と共生する持続可能な社会の構築」と銘打った、シンポジウムが開催さ

れた。雨もなく一般参加者が多く、ほぼ会場満席の集まりであった（55
名）。中村部長と早瀬教授による、弁舌さわやかでわかり易く、内容豊富

なスピーチの後、宮原会長の好リードで充実した討論が行われ、会場から

も鋭い質問があり、制限時間一杯の盛況であった。会場の設営・跡片付け

に協力いただいた、会員各位に感謝する（7/12 付け長崎新聞参照）。 
 
 
○ 交流会 

シンポジウムの後 17：30 頃から会場（浦上駅前 ひぐち）で河野県参

事の乾杯で始まった。パネリストを中心に 14 名の参加者で、賑やかに楽

しく談笑した。19：30 頃中締めとし、二次会はカラオケで弾んだ。（参加

者 河野、川口、川里、久保田、来崎、塩竃、鈴木、武政、中島、早瀬、

姫野、宮原、山本、吉田：五十音順）。 
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○ 研究会 
第 1 回は，早瀬監事担当で 6 月 26 日（水）夕，長崎大学新教育棟（生

産科学研究棟）において勉強会を開いた（スピーカー：長崎大学環境科学

部 菊池英弘教授）。参加 11 名。第 2 回は，菅委員担当で 12 月 21 日（月）

夕，同じく長崎大学新教育棟で開いた（スピーカー：ローマ在住演出家 多
木陽介氏）。参加 36 名。会員外の参加も多かった。 

 
 
○ その他 

・ニュースレター第 8 号（平成 22 年 1 月付）を発行した。 
・HP を立ち上げた（平成 22 年 2 月）。 
・県・市が行う地球温暖化対策事業（「ノーマイカー運動」・「緑のカーテ

ン事業」など）に協力した（5 月と 10 月の 2 回。長崎市長から特別感

謝状及び記念品を受けた）。 
・県・市などが行う環境保全事業や美化清掃事業（「生態系保全」・「河川

清掃」など）に協力した（10 月 25 日，環境省九州環境事務所主催の「雲

仙再生プロジェクト：外来種除去・魚類調査・クリーン作戦」のボラン

ティア活動に参加した）。 
・「緑といきもの賑わい事業」（県補助事業）のうち，外来生物除去事業：

セイタカアワダチソウ除去及び標本調査を大村・南川内（多良岳県立公

園内）で行った（34 万円の助成を受けた）。 
・２２年度総会・幹事会について，県造協理事各位と下協議した。 
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平成２１年度収支決算書 
 
 

自 平成 21 年 4 月  1 日 
至 平成 22 年 3 月 31 日 

 
１）収入の部 

科   目 予算額(a) 決算額(b) 差異(b-a) 備  考 

会費収入   

 通常会費 80,000 68,000 △12,000 34 人×2,000 円 

寄付金   

 寄付金 120,000 18,000 △102,000  

雑収入   

 預り金 0 150000 150000 パルコウゾウ様 

 補助金 0 340000 340000 長崎県様 

 雑収入 0 8 8 銀行預金利息 

当期収入合計(A) 200,000 576,008 376008  

前期繰越金 141,806 141,806 0  

収入合計(B) 341,806 717,814 376008  
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２）支出の部 

科   目 予算額(a) 決算額(b) 差異(b-a) 適  用 

報償費   

 謝金 20,000 60,000 40,000 講師謝礼 

需用費   

 消耗品 10,000 14,814 4,814 各種封筒代 

 証明書 0 500 500 残高証明書 

 印刷 0 11,380 11,380  

役務費   

 通信運搬費 25,000 31,310 6,310 資料郵送料 

 支払料金 124,300 2,370 △121,930 各種手数料 

 労務費 0 56,000 56,000  

 返済 0 150,000 150,000 預り金の返済 

 その他 12,000 12,000 0 事務補助 

会議費   

 借上料 15,000 22,950 7,950 会場使用料 

 その他 0 1,300 1,300 お茶代 

予備費   

 予備費 135,506 0 △135,506  

当期支出合計(C) 341,806 362,624 20,818  

当期支出差額(A-C) 213,384  

次期繰越収支差額(B-C) 355,190  
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財 産 目 録 
 

平成 22 年 3 月 31 日現在 
 

科    目 金     額 

１．資産の部 
現 金 
普通預金 
親和銀行諫早支店 1621302 
郵便局 

資産合計 

 
 58,801 円 

 
22,275 円 

274,114 円 
 

 
 

 
 
 

355,190 円 
２．負債の部 

負 債 
預り金 
負債合計 

 
0 円 
0 円 

 

 
 
 

0 円 
正 味 財 産 合 計 355,190 円 

 
 
 
 
 
 
 
収入内訳 

費  目 件数 単価 金額 摘  要 
会費収入 34 2,000 68,000  
預金利息 2 8 親和銀行 
寄付金 2 18,000 久保田様、川里様 
預り金 1 150,000 パルコウゾウ様 
補助金 1 340,000 長崎県様 
  

収入合計 576,008  
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支出内訳 
日付 金 額 出 金 先 摘     要 

21.04.07 610 アマランス 幹事会会場費 
08 420 ローソン 資料印刷代 
09 1,290 ピーシーサポート 資料印刷代 
16 590 ローソン 資料印刷代 

 610 アマランス 幹事会会場費 
 1,300 いずや弁当 お茶代 

05.29 410 ピーシーサポート 資料印刷代 
06.01 12,000 ブリックホール 総会会場費 

04 400 ピーシーサポート 資料印刷代 
16 2,500 さくらインターネット インターネット接続料 

 105 三菱東京 UFJ 銀行 振込手数料 
18 1,260 ピーシーサポート 資料印刷代 
19 2,300 郵便局 総会出欠返信用ハガキ代 
21 3,920 郵便局 総会案内郵送料 
22 730 ピーシーサポート 資料印刷代 
25 980 ピーシーサポート 資料印刷代 

07.02 1,620 郵便局 新規勧誘１８名郵送料 
05 630 ピーシーサポート 資料印刷代 
07 390 ブリック前駐車場 打ち合わせ駐車料金 
08 140 郵便局 チラシ郵送料 

 760 サンスパおおむら 打ち合わせ会場費 
09 1,160 ピーシーサポート 資料印刷代 
11 5,000 松園氏 講師謝礼 

 5,000 塩亀氏 講師謝礼 
 5,000 中村氏 講師謝礼 
 5,000 早瀬氏 講師謝礼 
 5,000 山本氏 講師謝礼 
 5,000 宮原氏 講師謝礼 
 6,100 ブリックホール 総会会場附属施設使用料 

22 1,800 さくらインターネット ドメイン料 
 105 三菱東京 UFJ 銀行 振込手数料 

26 8,080 郵便局 総会報告郵送料 
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日付 金 額 出 金 先 摘     要 
28 12,000 牧氏 アルバイト料 

 500 ゆうちょ 残高証明書代 
30 600 郵便局 事務連絡 

08.01 2,000 郵便局 第１回研究会案内ハガキ代 
25 2,480 長崎大学 第１回研究会会場費 
26 10,000 菊池氏 第１回研究会 講師謝礼 
29 540 郵便局 資料発送費 

10.07 10,100 OK 補助金事業・用具代 
12 380 郵便局 事務連絡 

11.04 8,000 久保田氏 補助金事業・労務費 
09 30 ローソン 資料印刷代 

 40 ローソン 資料印刷代 
18 100 ローソン 資料印刷代 

12.02 2,500 郵便局 第２回研究会案内ハガキ代 
03 3,864 石丸文行堂 感謝状の賞状・記念品代 
04 16,000 中島氏 補助金事業・労務費 

 830 中島環境企画 消耗品代 
21 20,000 多木氏 第 2 回研究会 講師謝礼 
25 160 郵便局 資料発送費 

 20 郵便局 現金封筒代 
 500 郵便局 資料発送費 

28 3,000 長崎総合科学大学 ﾆｭｰｽﾞﾚﾀｰ８号 印刷代 
01.02 3,760 郵便局 ﾆｭｰｽﾞﾚﾀｰ８号 郵送料 
02.24 340 ローソン 資料印刷代 

 510 郵便局 資料発送費 
03.04 16,000 川里氏 補助金事業・労務費 

 16,000 菅氏 補助金事業・労務費 
05 420 ゆうちょ ゆうちょ手数料 
12 150,000 パルコウゾウ 預り金返済 

 420 ゆうちょ 振込手数料 
31 1,320 ゆうちょ 郵便振替料（年度合算） 

合計 362,624   
 

－  － １０





第 5 号議案 

平成２２年度事業計画（案）について 
 
 
 
 
１．総会を開催し，併せて基調講演「平成２２年度版環境白書から」（菊池英弘

氏）をお願いする。 
 
２．研究会を年度内に２～３回開催して会員の意識向上を図り，実践活動も随

時行う。 
 
３．会員相互の情報交換・意見発表の場として E-mail・HP を活用やニュース

レターの発行などを行い，会の活性化を図る。 
 
４．地域に関する調査・研究を行うとともに、会員外に向け自然共生のアピー

ルを行い、活動への意見を募る 
 
 

月 予定スケジュール 
４月 HP の保守・改訂作業 

河川清掃・ゴミ拾い活動開始（月３～４回） 
５月 「緑といきもの賑わい事業」の継続監視作業 
６月 総会及び講演会を開催する（佐世保市） 

ノーマイカーデー運動参加宣言 
「ニューズレター」（第９号）発行 

７月 「ノーマイカーデー運動」（7/7～9）参加 
８月 研究会・意見交換会（幹事会） 
９月 パートナーシップ会議参加 

１０月 「緑といきもの賑わい事業」の継続作業（予定） 
１１月 「セイタカアワダチソウ撲滅作戦」アピール 
１２月 ノーマイカー運動(12/9-11) 
１月 「ニューズレター」（第 10 号）発行 
２月 緑といきもの賑わい事業・完了報告(予定) 
３月 研究会・意見交換会(幹事会) 
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第 6 号議案 

平成２２年度予算（案）について 
 
 
 
 
収 入 
 

科 目 22 年度 前年度予算 備 考 
  
繰 越 金 355,190 141,806  

会 費 収 入 80,000 80,000 40×2,000 
寄 付 金 0 120,000  
雑 収 入 0 0  

  
 435,190 341,806
 
 
支 出 
 

科 目 22 年度 前年度予算 備 考 
  
報 償 費  
謝 金 20,000 20,000 10,000×2 回 

需 要 費  
消 耗 品 10,000 10,000  

役 務 費  
通信運搬費 25,000 25,000  
支 払 料 金 3,000 124,300  

そ の 他 12,000 12,000 事務補助 
会 議 費  
借 上 料 15,000 15,000 会場費 3 回 
そ の 他 0 0  

予 備 費  
  予 備 費 350,190 135,506
  
 435,190 341,806
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第 7 号議案 

規約の一部改正（案） 
 
 
 
 
（旧）（事務局）第 2 条 〒851-0123 長崎市網場町 536 長崎総合科学大学建

築学科宮原研究室内 
（新）（事務局）第 2 条 〒850－0004 長崎市五島町 3－3－206 NPO 環境

カウンセリング協会長崎内 
 
 
（旧）（顧問）第 12 条 必要に応じ本会に顧問を置く。 
（新）（顧問ほか）第 12 条 必要に応じ本会に顧問・名誉会員・客員会員を置

く。前者らは会費を払うことなく会員として処遇される。 
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第 8 号議案 

その他（案） 
 
 
 
 
１．国及び地方公共団体が行う地球温暖化対策事業（「ノーマイカーデー運動」・

「緑のカーテン事業」など）に協力する。 
 
 
２．国及び地方公共団体が行う環境保全事業や緑化・美化清掃事業（「生態系保

全」・「河川・海岸清掃」など）を支援する。 
 
 
３．他団体（環境カウンセリング協会長崎：ECAN・大村湾をきれいにする会・

長崎グリーンヘルパークラブなど）と連携し，交流を深める。 
 
 
４．事務局の住所変更に伴う、光熱費等を予備費から支出することについて 
 
 
 




